
 2015年度 国際日本学研究科 自己点検・評価報告書
基準１ 理念・目的

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

（１）研究科の理念・目的は適切に設定されているか

a ◎学部，学科または課程ごとに，大
学院は研究科または専攻ごとに，人
材の養成に関する目的その他の教育
研究上の目的を学則またはこれに準
ずる規則等に定めていること。
◎高等教育機関として大学が追及す
べき目的を踏まえて，当該大学，学
部・研究科の理念・目的を設定して
いること。
【約５００字】

①「 国際日本学研究科 2016年度教育・ 研究に関する年度計画書」
( 2015年６ 月作成) （ 265頁） において， 「 １ 理念・ 目的」 を 掲載し て
いる。
② 大学院学則別表４ に「 人材養成その他の教育研究上の目的」 を 研
究科・ 専攻ごと に定めている。

（２）研究科の理念・目的が，大学構成員（教職員及び学生）に周知され，社会に公表されているか

a ◎公的な刊行物，ホームページ等に
よって，教職員・学生，受験生を含
む社会一般に対して，当該大学・学
部・研究科の理念・目的を周知・公
表していること。
【約１５０字】

①「 国際日本学研究科 2016年度教育・ 研究に関する年度計画書」
は， 「 １ 理念・ 目的」 を 含め， 研究科委員会で承認し ており ， 本研
究科教職員に周知さ れている。
② 大学院学則別表４ 「 人材養成その他の教育研究上の目的」 は, 明
治大学ホームページに公開し ており ， 受験生を 含む， 社会一般に公
表し ている。

（３）研究科の理念・目的の適切性について定期的に検証を行っているか

a ●理念・目的の適切性を検証するに
当たり，責任主体・組織，権限，手
続きを明確にしているか。また，そ
の検証プロセスを適切に機能させて
いるか。
【約３００字】

①「 教育・ 研究に関する年度計画書」 は毎年度， 「 研究科執行部会
議」 が責任主体と なっ て見直し を 行っ ている。 2016年度計画書は
2015年５ 月29日開催の研究科委員会で承認さ れ， 決定し た。
② 大学院学則別表４ 「 人材養成その他の教育研究上の目的」 を 変更
する際には， 研究科委員会の審議を 経て， 大学院委員会， 学部長
会， 理事会の審議承認を 経て改正するこ と と なっ ている。 2015年度
は改正し ていない。

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画



 2015年度 国際日本学研究科 自己点検・評価報告書
基準３ 教員・教員組織

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

（１）研究科として求める教員像および教員組織の編制方針を明確に定めているか

a ●＜教員像と教員組織の編制方針＞
専門分野に関する能力，教育に対す
る姿勢等，大学として求められる教
員像を明らかにしたうえで，当該大
学，学部・研究科の理念・目的を実
現するために，学部・研究科ごとに
教員組織の編制方針を定めている
か。また，その方針を教職員で共有
しているか。
【約４００字】

① 求める教員像は，「国際日本学研究科 2016年度教育・研究に関
する年度計画書」(266頁)「３教員・教員組織」において掲載してい
る。
② 教員組織の編制方針は，「国際日本学研究科　2016年度教育・研
究に関する年度計画書」(266頁)「３教員・教員組織」において掲載
している。
③「求める教員像」及び「教員組織の編制方針」を明記した「教
育・研究に関する長中期計画書」を研究科委員会で承認することに
より，本研究科教職員で共有している。

b ◎＜基準の明文化，教員に求める能
力や資質の明示＞
採用・昇格の基準等において，法令
に定める教員の資格要件等を踏まえ
て，教員に求める能力・資質等を明
らかにしていること。
【約１５０字】

① 研究科授業担当教員の任用にあたっては，研究科で定めた「国際
日本学研究科『教員任用規程』適用に関する申し合わせ」及び「国
際日本学研究科において審議する任期制教員任用人事の取扱内規」
により明文化している。専任教員の任用及び昇格については，すべ
て国際日本学部で行っており，国際日本学研究科で直接的な手続き
を行うことはない。
② 任用時の求める能力は「2016年度教育・研究に関する長期・中期
計画書」（266頁）の「３教員・教員組織」の＜求める教員像＞に明
記している。

c ◎＜組織的な連携体制と責任の所在
＞
組織的な教育を実施する上において
必要な役割分担，責任の所在を明確
にしていること。
【約３００字】

①大学院学則に基づき，研究科委員会が定期的に開かれ，研究科
長・専攻主任・大学院委員から成る執行部が研究科運営に関わる政
策立案を行い，運営されている。これら役職者の権限は大学院学則
に明示されている。また，研究科内委員会としてカリキュラム改
善・ＦＤ等委員会，自己点検・評価委員会がある。カリキュラムや
ＦＤに関わる検討・提言をカリキュラム改善・ＦＤ等委員会が担当
し，自己点検・評価に関わる検討・提言を自己点検・評価委員会が
担当することにより，役割分担及び連携体制と責任の所在は明確で
ある。

（２）研究科の教育課程に相応しい教員組織を整備しているか
教員の編制方針に沿った教員組織の整備

◎当該大学・学部・研究科の専任教
員数が，法令（大学設置基準等）に
よって定められた必要数を満たして
いること。特定の範囲の年齢に著し
く偏らないように配慮していること
（設置基準第７条第３項）
【約４００字】
※現在数とは，2016年５月１日現在
の数値です。
※課程別(「博士前期課程」「博士
後期課程」），専攻別に説明する。

　以下のとおり充足している。

＜博士前期課程＞
大学院設置基準上の必要教員数 ６名
担当専任教員数　27名（うち研究指導教員数は22名）

＜博士後期課程＞
大学院設置基準上の必要教員数 ６名
担当専任教員数　17名（うち研究指導教員数は11名）

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
評価する項目です。

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

評価 発展計画

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画
改善を要する点

F列の現状から記述

a



 2015年度 国際日本学研究科 自己点検・評価報告書
基準３ 教員・教員組織

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
評価する項目です。

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

評価 発展計画

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画
改善を要する点

F列の現状から記述

　以下のとおり充足している。

＜博士前期課程＞
研究指導教員における必要教授数 ４名
担当専任教授数　17名

＜博士後期課程＞
研究指導教員における必要教授数 ４名
担当専任教授数　10名

　＜博士前期課程＞
2015年５月１日現在，教員組織の編制実態について，指導教員の専
任教員（特任を含む）の割合は100％である。
主要科目（演習科目）の100％を専任教員が担当しており，特修科目
（講義科目）において一部講義を非常勤講師が担当している。専兼
比率は96％となっており，専任教員の担当比率は十分に高い。

　＜博士後期課程＞
2015年５月１日現在，教員組織の編制実態について，指導教員の専
任教員（特任を含む）の割合は100％である。
必修科目（演習科目）および選択必修科目（講義科目）の100％を専
任教員が担当しており，専兼比率は100％で，専任教員の担当比率は
十分に高い。

客員教員による特色ある
教育は，講義実施のみに
とどまらず，学外向け公
開講座のコーディネート
や論文中間報告への参加
等，多岐にわたる教育成
果を挙げている。

当該客員教員の任期は
2017年３月末で満了とな
るため，教育効果を維
持・拡大するための任用
人事を検討する。

客員教員を１名（教授1名）を任用し，ポップカルチャー研究Ｆ，Ｇ
（講義科目）を担当している。
客員教員のうち，上記講義科目担当者は，職務経験を生かした特色
ある教育を行うために任用した実務家教員である。

教員組織を検証する仕組みの整備

a ●教員組織の適切性を検証するにあ
たり，責任主体・組織，権限，手続
を明確にしているか。また，その検
証プロセスを適切に機能させ，改善
につなげているか。
【６００～８００字】

国際日本学研究科では，毎年度５～６月に「教育研究年度計画書」
において教員・教育組織に関する長中期計画を策定している。「年
度計画書」の策定にあたっては，自己点検・評価結果を参考に，各
研究領域における指導教員配置数および在学生数・志願者数に留意
しながら，教員・教員組織を検証し，その編制方針の見直しを行っ
ている。検証にあたっては，必要な授業科目の検証と合わせて，補
充・増員すべき教員の研究領域，資格等を確認している。
2015年度は，自己評価の結果，ポップカルチャー研究領域で入学志
願者や在学者数に比して担当教員が少ない傾向がみられたため，
2016年４月１日付けで客員教員１名を任用更新した。同様に，日本
語学・日本語教育学研究領域で入学志願者や在学者数に比して講義
科目数が少ない傾向がみられ，在学生アンケートからもそのことが
裏付けられたため，2016年４月１日付けで兼任講師２名を講義担当
者として新規任用した。

ｂ◎『教員組織の編制方針』と教員組
織の編制実態は整合性がとれている
か。
【６００～８００字】



 2015年度 国際日本学研究科 自己点検・評価報告書
基準３ 教員・教員組織

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
評価する項目です。

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

評価 発展計画

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画
改善を要する点

F列の現状から記述

（３）教員の募集・採用・昇格は適切に行われているか

a ●＜規定に沿った教員人事の実施＞
教員の募集・採用・昇格について，
基準，手続を明文化し，その適切
性・透明性を担保するよう，取り組
んでいるか。
【４００字】

研究科の専任教員は基盤学部となる国際日本学部に所属しているた
め，その募集・採用はすべて国際日本学部で行っており，国際日本
学研究科で直接的な採用等の手続きを行うことはない。
しかしながら，研究科所属となる任期制教員の任用に当たっては，
「国際日本学研究科において審議する任期制教員任用人事の取扱内
規」に沿って，研究科委員会で選出された主査１名，副査２名以上
の教員で構成される「任期制教員任用に関する審査委員会」にて，
書面・面接等による審査が行われ，審査報告書が作成される。研究
科委員会では審査委員会からの審査報告書に基づいて「科目適合性
の判定」等に関わる審査を行い，研究科委員会出席者の３分の２以
上の同意によって議決している。

（４）教員の資質の向上を図るための方策を講じているか
教員の教育研究活動等の評価の実施

a ●教員の教育研究活動の業績を適切
に評価し，教育・研究活動の活性化
に努めているか。
【４００字】

① 教育活動の活性化に資する業績評価の方法等は確立されていな
い。
② 研究活動の業績評価について，教員の研究・教育活動は大学にお
いてデータベース化されており，インターネットを通じて広く一般
に公表されている。
　教育研究活動報告の一環として，多文化共生・異文化間教育研究
領域の山脇啓造教授が共催した「多文化共生子育てフォーラム」の
活動報告を，研究科ホームページ上で公表した。

教員の資質向上のための研修・諸活動（ＦＤ）の実施状況とその有効性

ｂ●教育研究，その他の諸活動（※）
に関する教員の資質向上を図るため
の研修等を恒常的かつ適切に行って
いるか。
※社会貢献，管理業務などを含む
『教員』の資質向上のための活動を
指します。
※『授業』の改善を意図した取組み
については，「基準４」（３）教育
方法で評価する。
【６００～８００字】

○大学院教育懇談会（大学院全体のＦＤ研修）
  出席者：２名
　テーマ：「大学における教育・研究と著作権」「大学院生の指導
　　　　　について ～学生相談室の視点から～」等



 2015年度 国際日本学研究科 自己点検・評価報告書
基準４ 教育内容・方法・成果 １．教育目標，学位授与方針，教育課程の編成・実施方針

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

（１）教育目標に基づき学位授与方針を明示しているか

a ◎理念・目的を踏まえ，学部・研究
科ごとに，課程修了にあたって修得
しておくべき学習成果，その達成の
ための諸要件（卒業要件・修了要
件）等を明確にした学位授与方針を
設定していること。
【約８００字】
※課程別(「博士前期課程」「博士
後期課程」）に説明する。なお，設
置している専攻やコースによって違
いがある場合はその内容も明記す
る。

① 教育目標として大学院学則別表４に「人材養成その他教育研究上
の目的」を定めている。
②「課程修了にあたって修得しておくべき学習成果」と「その達成
のための諸要件」を明確にした「学位授与方針」を，博士前期・後
期課程別々に目指すべき人材像，具体的到達目標として研究科委員
会において定めている。

（２）教育目標に基づき教育課程の編成・実施方針を明示しているか

a ◎学生に期待する学習成果の達成を
可能とするために，教育内容，教育
方法などに関する基本的な考え方を
まとめた教育課程の編成・実施方針
を，学部・研究科ごとに設定してい
ること。
【約６００字】
※課程別(「博士前期課程」「博士
後期課程」）に説明する。なお，設
置している専攻やコースによって違
いがある場合はその内容も明記す
る。

　学位授与方針に示した修得すべき学習成果を達成するために，教
育内容や教育方法の基本的考え方を明らかにした国際日本学研究科
の「教育課程の編成・実施方針」を，博士前期・後期課程別々に研
究科委員会において定めている。

（３）教育目標，学位授与方針及び教育課程の編成・実施方針が，大学構成員（教職員及び学生等）に周知され，社会に公表されているか

a ◎公的な刊行物，ホームページ等に
よって，教職員・学生ならびに受験
生を含む社会一般に対して，学位授
与方針，教育課程の編成・実施方針
を周知・公表していること。
【約１５０字】

① 教職員については，大学院便覧（18,19頁）で公開している。教
員に対しては，2015年４月の研究科委員会にて，教育目標，学位授
与方針及び教育課程の編成方針を掲載したシラバスを全研究科委員
に配付することで周知を徹底している。
② 学生についても，在学生に配付する大学院便覧（18,19頁），履
修の手引き（６,７頁）において明示し，毎年公表されている。ガイ
ダンスなどの機会に学生への周知を行っている。
③ 社会一般への公表は，研究科ホームページにおいて教育目標・学
位授与方針・教育課程の編成・実施方針を掲載している。大学院合
同進学相談会・研究科進学相談会などの機会に受験生に対して周知
している。

（４）教育目標，学位授与方針及び教育課程の編成・実施方針の適切性について定期的に検証を行っているか

a ●教育目標，学位授与方針および教
育課程の編成・実施方針の適切性を
検証するにあたり，責任主体・組
織，権限，手続を明確にしている
か。また，その検証プロセスを適切
に機能させ，改善につなげている
か。
【約４００字】

「学位授与方針」及び「教育課程の編成・実施方針」の適切性につ
いては，2015年12月４日開催の国際日本学研究科委員会で検証し，
変更しないことを確認した。

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画



 2015年度 国際日本学研究科 自己点検・評価報告書
基準４ 教育内容・方法・成果 ２．教育課程・教育内容

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

（１）教育課程の編成方針に基づき，授業科目を適切に開設し，教育課程を体系的に編成しているか
必要な授業科目の開設状況

a ◎ＣＰに基づき，必要な授業科目を
開設していること。
【３００字程度】
※課程別(「博士前期課程」「博士
後期課程」），専攻別に説明する。

＜博士前期課程＞
① ６ つの研究領域（ ポッ プカ ルチャ ー， メ ディ ア・ 社会・ 国際， 多
文化共生・ 異文化間教育， 日本語学・ 日本語教育学， 英語教育学，
文化・ 思想） があり ， 各研究領域の内容に沿っ た授業科目を 開設し
ている。
③ 本研究科の2016年度における総開設授業科目は132科目で， 主要
科目（ 演習科目） 86科目， 特修科目（ 講義科目） 44科目， 特定科目
（ 講義科目） ２ 科目である。

＜博士後期課程＞
① 博士前期課程における「 研究領域」 の区分を 無く し ， 自ら の関心
にし たがっ て自由に領域を 超えて学ぶこ と ができ る環境を 整えてい
るが， 学生の履修上， 科目名はある程度内容の分かるも のが望まし
いので， 便宜的に「 研究分野」 と し て「 ポッ プカ ルチャ ー特別研
究」 「 社会・ 情報・ 国際関係特別研究」 「 言語・ 国際交流特別研
究」 「 文化・ 思想特別研究」 の４ 分野に沿っ た授業科目を 開設し て
いる。
③ 本研究科の2016年度における総開設授業科目は69科目で， 必修科
目（ 演習科目） 60科目， 選択必修科目（ 講義科目） ９ 科目である。

b ◎コースワークとリサーチワークを
適切に組み合わせ，教育を行ってい
ること。【修士・博士】
【２００～４００字程度】
※課程別(「博士前期課程」「博士
後期課程」），専攻別に説明する。

＜博士前期課程＞
本研究科の修了に必要な単位は30単位である。 コ ースワーク 22単
位， リ サーチワーク ８ 単位と し ている。 各年次に演習科目と し てリ
サーチワーク 4単位を 必修と し ている。 修了までに， 講義科目と し て
コ ースワーク を 選択必修12単位・ 自由選択10単位， 演習科目と し て
リ サーチワーク を 必修8単位と する履修モデルと なっ ており ， 指導教
員以外の科目も 履修さ せるコ ースワーク と リ サーチワーク の適切な
組み合わせによる教育を 実施し ている。
修了に必要な単位数に占める講義科目と 演習科目の単位数の比率は
11： ４ であり ， 総授業数に占める講義科目と 演習科目の比率は９ ：
16と なっ ている。
　
＜博士後期課程＞
本研究科の修了に必要な単位は20単位である。 コ ースワーク ８ 単
位， リ サーチワーク 12単位と し ている。 各年次に演習科目と し てリ
サーチワーク ４ 単位を 必修と し ている。 修了までに， 講義科目と し
てコ ースワーク を 選択必修２ 単位・ 自由選択６ 単位， 演習科目と し
てリ サーチワーク を 必修12単位と する履修モデルと なっ ており ， 指
導教員以外の科目も 履修さ せるコ ースワーク と リ サーチワーク の適
切な組み合わせによる教育を 実施し ている。
修了に必要な単位数に占める講義科目と 演習科目の単位数の比率は
２ ： ３ であり ， 総授業数に占める講義科目と 演習科目の比率はおよ
そ２ ： ９ と なっ ている。

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画



 2015年度 国際日本学研究科 自己点検・評価報告書
基準４ 教育内容・方法・成果 ２．教育課程・教育内容

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画

順次性のある授業科目の体系的配置（履修体系図やコース系統図の明示，科目相関図，４年間の履修モデル，適切な科目区分など）

c ●教育課程の編成実施方針に基づい
た教育課程や教育内容の適切性を明
確に示しているか。（学生の順次
的・体系的な履修への配慮）
【約４００字】

教育課程の編成・ 実施方針にも と づいて， 研究領域を 設けている。
研究科ホームページにおいて「 国際日本学研究の構造」 図を 明示し
ており ， 必修の演習科目については， その名称に研究領域名を 冠し
ているので科目区分が適切・ 明瞭であると と も に， 配当年次と 開講
期を あら かじ め定めるこ と により 順次的・ 体系的な履修への配慮が
なさ れている。

教育課程の適切性の検証プロセスの明確化とその有効性

d ●教育課程の適切性を検証するにあ
たり，責任主体・組織，権限，手続
を明確にしているか。また，その検
証プロセスを適切に機能させ，改善
につなげているか。
【約４００字】

① カ リ キュ ラ ム全体の見直し については， 毎年度， 春学期末に開催
さ れる「 国際日本学研究科カ リ キュ ラ ム改善・ Ｆ Ｄ 等委員会」 にお
いて， 学生の履修状況を も と に集中的に検討し ている。 近年では，
入試における志願者数の多い研究領域を 強化するカ リ キュ ラ ム検討
が実施さ れている。 検討結果は研究科委員会に答申し ， 審議決定し
ていく 。
② 2015年度は， 日本語学・ 日本語教育学研究領域の所属学生数に比
し て設置講義数に若干の不足が見ら れたため， 同領域の設置講義数
を 6科目から ８ 科目へと 増設し たこ と ， およびポッ プカ ルチャ ー研究
領域のおいて客員教授による科目担当者の任用を 更新し たこ と 等が
挙げら れる。

（２）教育課程の編成・実施方針に基づき，各課程に相応しい教育内容を提供しているか
特色ある教育プログラムの内容とその効果（当該学部等固有のプログラムやＧＰ採択事業など）

a ●学部の特色，長所となるプログラ
ムが編成されているか。
【２００字～４００字程度】
※課程別(「博士前期課程」「博士
後期課程」），専攻別に説明する。

○「 国際日本学総合研究」
　 博士前期課程に設置さ れたオムニバス形式の１ 年次必修講義
　 その要点と し て， 日本研究と 国際研究の統一的把握の意義， 日本
　 文化研究と 日本社会システム研究の相互浸透性の理解， 諸外国に
　 おける日本学と 日本国内における日本研究の交流・ 促進が挙げら
　 れる。

研究科間等における国際的な教育交流の内容とその効果　（学部間協定，短期海外交流など）

b ●学部の特色，長所となる国際化プ
ログラムが編成されているか。
【２００字～４００字程度】
※課程別(「博士前期課程」「博士
後期課程」），専攻別に説明する。

　 研究科間協定， 短期海外交流など， 研究科間独自の国際的な教育
交流については， こ れを 行う に至っ ておら ず， 検討も 行われていな
い。



 2015年度 国際日本学研究科 自己点検・評価報告書
基準４ 教育内容・方法・成果 ３．教育方法

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

（１）教育方法及び学習方法は適切か
教育目標や教育課程の編成・実施方針と授業形態（講義科目，演習科目，実験実習科目，校外学習科目等）との整合性

ａ◎当該学部・研究科の教育目標を達
成するために必要となる授業の形態
を明らかにしていること。
【約２００字】
※課程別(「博士前期課程」「博士
後期課程」）に説明する。なお，設
置している専攻やコースによって違
いがある場合はその特徴も明記す
る。

　 ＜博士前期課程＞
本研究科の授業形態は， 大学院学則22条の２ 第１ 項に沿っ て， 講
義， 演習のいずれかにより 又はこ れら の併用により 行っ ている。

　 ＜博士後期課程＞
本研究科の授業形態は， 大学院学則22条の２ 第１ 項に沿っ て， 講
義， 演習のいずれかにより 又はこ れら の併用により 行っ ている。

b ●教育課程の編成・実施方針に基づ
き，各授業科目において適切な教育
方法を取っているか。
【約４００字】
※課程別(「博士前期課程」「博士
後期課程」）に説明する。なお，設
置している専攻やコースによって違
いがある場合はその特徴も明記す
る。

　 ＜博士前期課程＞
　 各授業科目の教育方法について， 修士学位請求論文作成に向け，
深い専門性を 獲得するための２ 年間にわたる少人数または個別指導
による演習を 行っ ている。 講義科目は， 専門分野に関わる広範な知
識及び最新の知見を 得るこ と で研究指導の一助と するこ と が主な位
置づけと なっ ている。 必要に応じ てフ ィ ールド ワーク も 実施するこ
と がある。 さ ら に， 各研究領域横断的に履修さ れるこ と を 目的と し
て「 リ サーチメ ソ ッ ド 研究（ 量的研究方法） 」 「 リ サーチメ ソ ッ ド
研究（ 質的研究方法） 」 の講義を 設置し ており ， 学生の研究に必要
な知識を 教授し ている。
　 なお， ポッ プカ ルチャ ー研究領域及び文化・ 思想研究領域（ 中で
も 主に視覚文化研究） では独自の映像資料を アーカ イ ブ化し ， 実際
の教育・ 研究に役立てているが， 中野図書館にはこ う し た映像資料
の購入対応・ 閲覧施設がないため， 現状では国際日本学部の資料室
を 便宜的に間借り する形で対応し ている。
　
＜博士後期課程＞
　 各授業科目の教育方法について， 博士学位請求論文作成に向け，
深い専門性を 獲得するための３ 年間にわたる少人数または個別指導
による演習を 行っ ている。 講義科目は， 専門分野に関わる広範な知
識及び最新の知見を 得るこ と で研究指導の一助と するこ と が主な位
置づけと なっ ている。 なお， 必要に応じ てフ ィ ールド ワーク も 実施
するこ と がある。

学習指導・履修指導（個別面談，学習状況の実態調査，学習ポートフォリオの活用等）の工夫

c ●履修指導（ガイダンス等）や学習
指導（オフィスアワーなど）の工夫
について，また学習状況の実態調査
の実施や学習ポートフォリオの活用
等による学習実態の把握について工
夫しているか。
【約２００字～４００字】
※課程別(「博士前期課程」「博士
後期課程」）に説明する。なお，設
置している専攻やコースによって違
いがある場合はその特徴も明記す
る。

　 ＜博士前期課程＞
　 履修指導については， ４ 月初旬に新入生・ 在学生向けの新年度ガ
イ ダンスを 博士後期課程と 合同で実施し ている。 同ガイ ダンスで
は， 履修登録手続き のポイ ント を 記し たレ ジュ メ や各学年ごと の
「 履修計画書」 の記入例を 配付し て， 履修登録に先立つ事前説明を
行っ ている。
　 学生の学修状況及び研究の進捗状況は「 研究計画書」 「 論文中間
報告会」 等で研究科において組織的に確認し ， 各指導教員が行う 研
究指導の精度を 向上さ せている。

　 ＜博士後期課程＞
　 履修指導については， ４ 月初旬に新入生・ 在学生向けの新年度ガ
イ ダンスを 博士前期課程と 合同で実施し ている。 同ガイ ダンスで
は， 履修登録手続き のポイ ント を 記し たレ ジュ メ や各学年ごと の
「 履修計画書」 の記入例を 配付し て， 履修登録に先立つ事前説明を
行っ ている。
　 学生の学修状況及び研究の進捗状況は「 研究計画書」 「 論文中間
報告会」 等で研究科において組織的に確認すると と も に， 研究科委
員会でも 共有し ， 各指導教員が行う 研究指導の精度を 向上さ せてい
る。

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画



 2015年度 国際日本学研究科 自己点検・評価報告書
基準４ 教育内容・方法・成果 ３．教育方法

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画

（修士・博士課程）研究指導計画に基づく研究指導・学位論文作成指導
◎研究指導計画に基づく研究指導，
学位論文作成指導を行っていること
（修士・博士）。
【４００字】
※課程別(「博士前期課程」「博士
後期課程」）に説明する。なお，設
置している専攻やコースによって違
いがある場合はその特徴も明記す
る。

　 ＜博士前期課程＞
　 「 修士学位取得のためのガイ ド ラ イ ン」 により 研究指導計画を 策
定し ， こ れに基づく 研究指導・ 学位論文作成指導を 適切に実施し て
いる。
学生が入試時に提出し た「 研究計画書」 は， 入学後， 指導教員の指
導に沿っ て「 研究計画概要」 と し てブラ ッ シュ アッ プさ れ， こ れを
も と に指導教員と 学生が相談の上で「 論文作成計画書」 を 作成し ，
指導教員の承認を 経て提出する。 論文作成計画書は， １ 年次の論文
中間報告会の内容・ 結果に沿っ て， 指導教員と 学生の相談により 適
宜修正さ れ， ２ 年次には「 論文概要」 と し て修士学位請求論文の骨
子と なる。 こ れら の学位論文作成指導を 受けながら ， 指導教員が担
当する必修の演習科目を 通じ た研究指導によっ て， 修士学位請求論
文を 完成さ せる。 また， 別途， 研究科と し て学生への修士論文作成
ガイ ダンスも 行っ ている。
研究指導体制については， 入学時に決定し ている指導教員が研究指
導の責任を 負う こ と を 同ガイ ド ラ イ ンの「 学位請求までのプロセ
ス」 に明記し ， 必要に応じ て入学後に副指導教員も 選定し ている。
また， 隣接する研究領域の教員が参加する論文中間報告会を 通じ
て， 指導教員以外の教員から も 指導を 受ける機会を 設ける等， 研究
科全体で学生の研究指導に当たっ ている。 2015年度の修士論文提出
率は70％であり ， 日本人学生が英語で論文を 執筆し ているこ と ， 外
国人留学生が日本語で論文を 執筆し ているこ と などから 考慮し て，
適切な指導が行われている。

① 現状， 研究領域・
研究分野間の院生の交
流機会が， 論文中間報
告会等に限ら れてし ま
う 傾向がある。
② 研究指導・ 学位論
文作成指導にあたっ て
は， 指導教員がその責
任を 負う こ と と し てい
るが， 研究倫理教育の
徹底や外国人留学生に
日本語で論文を 書かせ
るなど， 指導上の負担
が大き い。

① 院生の研究交流機
会を 増やすため， 学会
発表等を 行わない学生
にも 学会参加のための
参加費や交通費等を 助
成するこ と で， 研究水
準向上と 学会活動活発
化に資する。
② 執行部による修士
論文作成ガイ ダンスの
実施形態・ 方法につい
て見直し を 行う 。

① 中野キャ ンパスⅡ
期工事において， 院生
間の学際的な研究交流
促進のため， 日常的に
ディ スカ ショ ンし たり
研究交流でき る， プレ
ゼン設備を 備えた院生
向けラ ウンジスペース
を 整備する。
② 指導教員の負担軽
減のため， 論文の剽窃
検知・ 独自性検証が可
能なツールやシステム
を 全学的に導入する。

　 ＜博士後期課程＞
「 博士学位取得のためのガイ ド ラ イ ン」 により 研究指導計画を 策定
し ， こ れに基づく 研究指導・ 学位論文作成指導を 適切に実施し てい
る。
学生が入試時に提出し た「 研究計画書」 は入学後， 指導教員の指
導・ 助言に沿っ て博士後期課程における研究目標等を まと めた「 研
究計画書」 と し てブラ ッ シュ アッ プさ れ， 指導教員の承認を 経て提
出する。 １ 年次の研究成果や論文中間報告会の内容・ 結果に沿っ て
指導教員と の面談・ 指導を 受け， ２ 年次には「 学位請求論文作成計
画書」 を 作成・ 提出する。 ２ 年次の研究成果や論文中間報告会の内
容・ 結果に沿っ て指導教員と の面談・ 指導を 受け， ２ 年次には「 学
位請求論文執筆計画書」 を 作成・ 提出する。 こ れら 「 研究計画書」
「 学位請求論文作成計画書」 「 学位請求論文執筆計画書」 は研究科
委員会で共有し ， 課程と し て研究分野を 越えた指導に役立ててい
る。
研究指導体制については， 入学時に決定し ている指導教員が研究指
導の責任を 負う こ と を 同ガイ ド ラ イ ンの「 学位請求までのプロセ
ス」 に明記し ている。 また， 博士後期課程の指導教員が参加する論
文中間報告会を 通じ て， 指導教員以外の教員から も 指導を 受ける機
会を 設ける等， 研究科全体で学生の研究指導に当たっ ている。 な
お， 本研究科博士後期課程は2014年４ 月に開設し た新設課程であ
り ， 2015年度時点では博士学位請求論文の提出年度には至っ ていな
い。

d



 2015年度 国際日本学研究科 自己点検・評価報告書
基準４ 教育内容・方法・成果 ３．教育方法

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画

（２）シラバスに基づいて授業が展開されているか

ａ◎授業の目的，到達目標，授業内
容・方法，1年間の授業計画，成績
評価方法・基準等を明らかにしたシ
ラバスを，統一した書式を用いて作
成し，かつ，学生があらかじめこれ
を知ることができる状態にしている
こと。
【約３００字】

① シラ バスの記載項目は全研究科統一様式と なっ ている。 国際日本
学研究科開設科目に関し て， シラ バス作成依頼を 関係する全教員に
行っ ている。
② シラ バスは冊子配布し ておら ず， 研究科ホームページやOh-
o! Mei j i システム上で公開し ており ， 学生は履修登録に先立ちＷＥ Ｂ
を 通じ てシラ バスを 確認するこ と が可能である。

ｃ●単位制の趣旨に照らし，学生の学
修が行われるシラバスとなるよう，
また，シラバスに基づいた授業を展
開するため，明確な責任体制のも
と，恒常的にかつ適切に検証を行
い，改善につなげているか。
【約４００字】

　 シラ バスに基づいた授業を 展開するため， シラ バスは「 研究科執
行部会」 が編集の責任主体と なっ ており ， 研究科長より 各教員に全
研究科統一様式で執筆を 依頼し ている。
　 執筆依頼に先立っ て執行部会で前年度シラ バスを 再点検し ， 点検
結果に基づいて特定のシラ バスについて記述の修正等を 依頼するこ
と で， シラ バス内容の精粗を 軽減する一助と し ている。

（３）成績評価と単位認定は適切に行われているか

ａ◎授業科目の内容，形態等を考慮
し，単位制度の趣旨に沿って単位を
設定していること。（成績基準の明
示，（研究科）修士・博士学位請求
論文の審査体制）
【約２００字】

国際日本学研究科では2012年度の設置時から 成績評価基準（ Ｇ Ｐ Ａ
制度） を 導入し ， 統一基準での成績評価を 行っ ている。  成績評価基
準については便覧に明記し ている。 学生が成績評価に対し て質問や
異議がある場合は， 担当教員がその学生に応答するこ と ができ る体
制がと ら れている。

＜修士学位請求論文の審査＞
　 「 国際日本学研究科修士学位請求論文審査に関する内規」 （ 部外
秘） に則り ， 主査１ 名及び副査２ 名で厳格な審査を 行い， 審査結果
を も と に研究科委員会で合否判定を 行っ た上で学位授与を 決定し て
いる。

＜博士学位請求論文の審査＞
　 「 国際日本学研究科博士学位請求論文の取扱いに関する内規」
（ 部外秘） を 2015年度に制定し ， 主査１ 名及び副査２ 名以上で構成
さ れる審査委員会で厳格な審査を 行い， 審査結果を も と に研究科委
員会で合否判定を 行う 体制を 整備し たが， 本研究科の博士後期課程
は2014年４ 月に開設し た新設課程であり ， 2015年度時点では博士学
位請求論文の提出には至っ ていない。

（４）教育成果について定期的な検証を行い，その結果を教育課程や教育内容・方法の改善（授業に関わるＦＤ活動）に結びつけているか

a ◎教育内容・方法等の改善を図るこ
とを目的とした，組織的な研修・研
究の機会を設けていること。
【約４００字】

　 学位請求論文作成のための段階的指導と し て毎年６ 月と 12月に
行っ ている論文中間報告会において， 各教員が他の研究領域の学生
の報告を 聴く こ と により ， 教員間で学位論文指導の現状と 問題点を
共有でき る体制と するこ と で教育改善につなげている。



 2015年度 国際日本学研究科 自己点検・評価報告書
基準４ 教育内容・方法・成果 ３．教育方法

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画

ｃ●教育内容・方法等の改善を図るた
めの責任主体・組織，権限，手続プ
ロセスを適切に機能させ，改善につ
なげているか。
【約４００字】

　 教育内容・ 方法等の改善を 図るプロセスについては， 執行部およ
び研究領域責任者で構成さ れる「 カ リ キュ ラ ム改善・ Ｆ Ｄ 等委員
会」 において， 自己点検・ 評価報告書等に基づき ， 毎年春学期末に
次年度カ リ キュ ラ ムや授業改善に関わる検討を 行っ ている。 改善案
は研究科委員会へ提案さ れ， 研究科委員会での審議・ 承認を 経て実
施・ 施行さ れる。
　 2015年度は７ 月17日にカ リ キュ ラ ム改善・ Ｆ Ｄ 等委員会を 開催
し ， 2014年度修了者による授業アンケート 及び2015年度在学生によ
る授業アンケート の結果に基づき ， 2016年度授業時間計画書の策定
に向けた領域カ リ キュ ラ ムの点検や， 博士学位請求論文の作成指導
について意見交換を 行っ た。



 2015年度 国際日本学研究科 自己点検・評価報告書
基準４ 教育内容・方法・成果 ４．成　果

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

（１）教育目標に沿った成果が上がっているか
●学位授与にあたって重要な科目
（基礎的・専門的知識を総合的に活
かして学習の最終成果とする科目，
卒業論文や演習科目など）の実施状
況。
●学習成果の「見える化」（アン
ケート，ポートフォリオ等）に留意
しているか。
【約４００字】
※課程別(「博士前期課程」「博士
後期課程」）に説明する。

　 ＜博士前期課程＞
本研究科の学位請求論文については， 日本の文化及び社会システム
を 国際的な視点に立ち理解し ， 異文化及び多様な社会システムを 理
解すると と も に， 自ら の意思を 的確に表現するこ と ができ ると いう
教育目標に沿っ た質の高いも のである。
指導教員が担当する各演習科目およびオムニバス形式の必修講義
「 国際日本学総合研究」 は14名が履修し ， 各自が良好な成績を 修め
ている。 2015年度の修了者は14名で， 修了率および学位授与率は
70. 0％であっ た。 修了年限内修了率は86. 7％と なっ ている。
修了後の進路について， 64. 3%が就職， 14. 3％が進学， 14. 3％が帰
国， その他が7. 1％であっ た。 就職は情報通信業， 教育・ 学習支援
業， 製造業等であり ， 本研究科が教育目標と し て掲げる日本の文化
及び社会システムを 国際的な視点に立ち理解し ， 異文化及び多様な
社会システムを 理解すると と も に， 自ら の意思を 的確に表現するこ
と ができ る人材を 輩出し ているこ と の根拠と なっ ている。

「 国際日本学総合研
究」 は研究領域横断的
な必修講義であり ， 院
生の学際的な視野・ 思
考を 広げるこ と に役
立っ ている。

博士前期課程では毎年
度， 安定し て一定数の
学位授与者を 輩出し て
いるが， その成果物で
ある学位論文を 蓄積・
保管する場所が中野
キャ ンパスには整備さ
れていない。
そのため， 中野教務事
務室で管理する事務倉
庫のロッ カ ーの一部を
間借り する形で便宜的
に保管し ている。

日常的な研究成果発表
の観点から ， 院生が主
体と なっ た院生フ ォ ー
ラ ムやポスタ ー発表の
機会を 設け， 院生が研
究領域・ 研究分野を 越
えて成果を 発表し あえ
る学際的な交流を 促進
する。

合格と なっ た学位論文
について， 当面は中野
教務事務室が管理する
事務倉庫の一角で保管
する。

中野キャ ンパスⅡ期工
事において， 学位論文
を 適切に保管・ 管理す
るため， 十全な耐火性
能・ 防水性能を 備え，
かつ保管拡張性を 有す
る保管庫等を 整備す
る。

●学位授与率，修業年限内卒業率の
状況
●卒業生の進路実績と教育目標（人
材像）の整合性があるか。
※課程別(「博士前期課程」「博士
後期課程」）に説明する。

　 ＜博士後期課程＞
本研究科博士後期課程は2014年４ 月に開設し た新設課程であり ，
2015年度時点では博士学位請求論文の提出， および学位授与には
至っ ていない。

c ●学生の自己評価，卒業後の評価
（就職先の評価，卒業生評価）を実
施しているか。
【約４００字～６００字】

大学院の講義は少人数で実施さ れ， 教員と 学生の距離が密接である
こ と を 利用し ， 直接教員と のコ ミ ュ ニケーショ ンを 行っ ているが，
教育成果については， 修了予定者及び在学生に実施し たアンケート
の結果から ， 研究科の授業に対する満足度は， 全体と し て高い割合
で達成でき ていると 言える。
こ れは， 「 受講し た授業は総合的に見て満足でき たか？」 と いう 設
問に修了生の93％が「 大いにそう 思う 」 「 そう 思う 」 ， 在学生の
100％が「 大いにそう 思う 」 「 そう 思う 」 と 回答し ているこ と ， 「 論
文作成・ 研究指導について総合的に満足でき たか？」 と いう 設問に
修了生・ 在学生と も 100％が「 大いにそう 思う 」 「 そう 思う 」 と 回答
し ているこ と から も 裏付けら れる。

b

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画



 2015年度 国際日本学研究科 自己点検・評価報告書
基準４ 教育内容・方法・成果 ４．成　果

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画

（２）学位授与（卒業・修了判定）は適切に行われているか

a ◎卒業・修了の要件を明確にし，履
修要項等によってあらかじめ学生に
明示していること。
◎（研究科）学位授与にあたり論文
の審査を行う場合にあっては，学位
に求める水準を満たす論文であるか
否かを審査する基準（学位論文審査
基準）を，あらかじめ学生に明示す
ること。
【約２００字】

　 ＜博士前期課程＞
修了要件及び修士学位請求にいたるプロセスについては， 「 修士学
位取得のためのガイ ド ラ イ ン」 に明示し ， 大学院シラ バス及び研究
科ホームページにより 公開し ている。 学位論文審査基準について
は， 同ガイ ド ラ イ ンの「 修士論文に求めら れる要件」 と し てあら か
じ め学生に明示し ， 同様に公開し ている。

　 ＜博士後期課程＞
修了要件及び博士学位請求にいたるプロセスについては， 「 博士学
位取得のためのガイ ド ラ イ ン」 に明示し ， 大学院シラ バス及び研究
科ホームページにより 公開し ている。 学位論文審査基準について
は， 同ガイ ド ラ イ ンの「 博士論文に求めら れる要件」 と し てあら か
じ め学生に明示し ， 同様に公開し ている。

b ●学位授与にあたり，明確な責任体
制のもと，明文化された手続きに
従って，学位を授与しているか。
【約６００字】
※課程別(「博士前期課程」「博士
後期課程」）に説明する。なお，設
置している専攻やコースによって違
いがある場合はその特徴も明記す
る。

　 ＜博士前期課程＞
修士学位請求論文の審査に当たっ ては， 明治大学学位規程第８ 条に
基づき ， 「 修士学位請求論文審査に関する内規」 （ 部外秘） に則っ
て主査１ 名・ 副査２ 名の計３ 名から 成る審査委員を 研究科委員会で
選定・ 承認し ， 各論文ごと に審査委員会を 設置し ている。 審査委員
会では， 「 修士論文審査・ 採点基準に関する申し 合わせ」 （ 部外
秘） に基づき ， 査読および口頭試問による厳正な審査を 行い， その
合否を 研究科委員会へ提案し ている。 研究科委員会は審査委員会の
提案に沿っ て各論文の合否を 判定し ， 修士学位請求論文が合格と
なっ た者について， 修了要件単位等の修得状況を 確認し つつ修士学
位の授与を 審議・ 承認し ている。
　
＜博士後期課程＞
本研究科博士後期課程は2014年４ 月に開設し た新設課程であり ，
2015年度時点では博士学位請求論文の提出年度には至っ ていない
が， 博士学位請求論文の審査に当たっ ては， 明治大学学位規程第８
条に基づき ， 「 博士学位請求論文の取扱いに関する内規」 （ 部外
秘） に則っ て主査１ 名・ 副査２ 名以上の計３ 名以上から 成る審査委
員を 研究科委員会で選定・ 承認し ， 各論文ごと に審査委員会を 設置
するこ と と し ている。 審査委員会では， 業績の確認・ 学位請求論文
の査読・ 公開の口頭試問による審査を 経て， 研究科委員会へ合否の
提案がなさ れる。 研究科委員会は審査委員会の提案に沿っ て各論文
の合否を 投票により 判定し ， 博士学位請求論文が合格と なっ た者に
ついて， 修了要件単位等の修得状況を 確認の上， 大学院委員会に博
士学位の授与を 付議する。 最終的に大学院委員会での審議・ 承認を
経て， 学位が授与さ れる。



 2015年度 国際日本学研究科 自己点検・評価報告書
基準５ 学生の受け入れ　

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

（１）学生の受け入れ方針を明示しているか（「ＡＰ」の全文記述は不要です）
「求める学生像」と「当該課程に入学するにあたり，習得しておくべき知識等の内容・水準」の明示

a ◎理念・目的，教育目標を踏まえ，
求める学生像や，修得しておくべき
知識等の内容・水準等を明らかにし
た学生の受け入れ方針を，学部・研
究科ごとに定めていること。
◎公的な刊行物，ホームページ等に
よって，学生の受け入れ方針を，受
験生を含む社会一般に公表している
こと。
【約４００字】

① 国際日本学研究科の課程別に入学者の受入方針を 定めている。 な
お， 求める学生像と し て博士前期課程では４ 点， 博士後期課程は３
点定め， 修得し ておく べき 知識等の内容・ 水準を 博士前期課程では3
点， 博士後期課程は３ 点明示し ている。
② 入学者の受入方針の公表についてＷＥ Ｂ サイ ト ， 大学院便覧， 履
修の手引き ， 大学院ガイ ド ブッ ク 及び大学院学生募集要項に掲載
し ， 社会に幅広く 公表するこ と により ， 受験生を 含む社会に幅広く
公表し ている。

（２）学生の受け入れ方針に基づき，公正かつ適切に学生募集及び入学者選抜を行っているか

a ●学生の受け入れ方針と入学者選抜
の実施方法は整合性が取れている
か。（公正かつ適切に入学者選抜を
行っているか。
【約８００字】
※課程別(「博士前期課程」「博士
後期課程」）に説明する。

＜博士前期課程＞
「 一般入試」 「 外国人留学生入試」 「 社会人特別入試（ 一種／二
種） 」 「 3年早期卒業予定者入試」 や「 学内選考入試」 等の多様な形
態の入学試験を 採用し ている。

＜博士後期課程＞
「 一般入試」 「 外国人留学生入試」 形態の入学試験を 採用し てい
る。

（３）適切な定員を設定し，入学者を受け入れるとともに，在籍学生数を収容定員に基づき適切に管理しているか
収容定員に対する在籍学生数比率の適切性

a ◎部局化された大学院研究科や独立
大学院などにおいて，在籍学生数比
率が1.00である。（修士・博士・専
門職学位課程）
【約２００字】
※課程別(「博士前期課程」「博士
後期課程」）に説明する。

＜博士前期課程＞
収容定員40名に対し ， 2016年5月1日現在の在籍学生数は29名につ
き ， 収容定員に対する在籍学生数比率は0. 73である。

＜博士後期課程＞
収容定員15名に対し ， 2016年5月1日現在の在籍学生数は8名につき ，
収容定員に対する在籍学生数比率は0. 53である。

博士前期課程におい
て， 2016年度入学者数
の目立っ た落ち込みが
認めら れた。 見ら れ
た。

外部機関による語学能
力検定試験を 採用し た
影響によるも のかも 含
め， 執行部会および研
究科委員会にて， 2016
年度入試における原因
の検討・ 検証を 行う 。

国際日本学部と の協働
により ， 本学部学部生
（ 主に国際日本学部
生） の内部進学者増加
のための施策を 検討す
る。

定員に対する在籍学生数の過剰・未充足に関する対応

b ◎現状と対応状況
【約２００字】

○ 定員を 充足するために， 2016年度入試から ， 博士前期課程の学内
選考入学試験の実施回数を 年１ 回から ２ 回に増やし た。

（４）学生募集及び入学者選抜は，学生の受入れ方針に基づき，公正かつ適切に実施されているかについて，定期的に検証を行っているか

a ●学生の受入れの適切性を検証する
に当たり，責任主体・組織，権限，
手続きを明確にしているか。また，
その検証プロセスを適切に機能さ
せ，改善につなげているか。
【４００字】

入学者の受入方針の検証は， 次年度入試に向けて執行部で見直し を
行い， 毎年12月頃に研究科委員会で検証し ている。
入学試験制度そのも のの見直し については， 各研究領域責任者から
の要望， 入試業務を 担当し た研究科委員会委員から の意見等を 踏ま
えて， 執行部で定員， 実施方法， 実施時期， 科目， 配点の他， 特別
入試のあり 方等を 含めて検討し た上， 研究科委員会で審議し ， 改善
を 行っ ている。
2015年度については， 2016年度入学試験において外国語試験を 廃止
し ， はじ めて外部機関が実施する語学能力検定試験を 採用し た入学
試験を 行っ た。

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

「改善を要する点」に対する発展計画

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
評価する項目です。



 2015年度 国際日本学研究科 自己点検・評価報告書
基準６ 学生支援のうち修学支援及びキャリア支援

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

（１）学生支援に関する方針を定め，学生への修学支援は適切に行われているか

a ●修学支援に関する方針を，理念・
目的，入学者の傾向等の特性を踏ま
えながら定めているか。また，その
方針を教職員で共有しているか。
【約２００字】

研究科と し て修学支援に関する明確な方針は定めていないが， 当研
究科の理念・ 目的である「 自ら の意思を 的確に表現するこ と ができ
る人材の育成」 のため， 本研究科が例年多く の留学生を 受け入れて
いるこ と から も ， 外国人留学生向けに日本語論文添削指導や， 日本
語講座を 充実・ 継続するこ と を 教育研究年度計画書に定めている。
こ れは毎年５ ～６ 月に， 教育研究年度計画書を 策定するに当たっ
て， 研究科委員会で審議し ている。
同様に， 修学支援の一環と し ての教育環境整備のため， 中野キャ ン
パスでの教室， 研究施設， 学習支援体制， 事務体制の一層の整備・
充実を 推進し ， 教育・ 研究の質の向上を 図るこ と を ， 教育研究年度
計画書に定め， 共有し ている。

●方針に沿って，修学支援のための
仕組みや組織体制を整備し，適切に
運用しているか。
　○留年者，休退学者の状況把握と
対応
　○障がいのある学生に対する対応
　○外国人留学生に対する対応
　○学生支援の適切性の確認
【約４００字～８００字程度】

留籍者， 休退学者の状況把握については， 研究科委員会において学
籍異動の確認を 行っ ている。 対応については， 研究指導の責任を 負
う 指導教員において個別に行っ ている。 博士前期課程について，
2016年５ 月１ 日時点の留籍者は６ 名（ 前年度５ 名） ， 休学者は６ 名
であり ， 2016年３ 月31日時点の退学者は１ 名（ 前年度２ 名） ， 除籍
者は０ 名（ 前年度１ 名） であり ， 横ばいの状態である。 なお， 本研
究科博士後期課程は2014年４ 月に開設し た新設課程であり ， 2016年
５ 月１ 日時点では留籍者， 退学者と も に存在し ない。

院生の修学支援の一環
と し て， 本研究科の教
育・ 研究活動上必要な
図書等を 順調に整備で
き ている。

今後， 博士後期課程の
学位請求論文提出に備
えるためにも ， 本研究
科の教育・ 研究活動上
必要な図書等のさ ら な
る充実を 推進する。

障がいのある学生に対する措置については， 現在在籍学生がいない
ため， 特別な措置は行っ ていない。 当該者から 出願希望の申し 出を
受けた段階で， 修学支援措置等の検討を 行う 方針である。

外国人留学生に対する措置については， 本研究科は外国人留学生の
在籍者が多いため， 修士学位請求論文作成に当たっ て， 本学大学院
で実施し ている「 日本語論文添削指導制度」 等の利活用を 指導教員
を 通じ て推進し ている。

学生支援の適切性の確認については， 執行部と し て院生協議会の発
足を 促し ているが， 現状， 院生側で大き な不満・ 要望等がない状態
で設置に至っ ていない。 院生協議会と 研究科執行部による定期的な
懇談会により ， 院生の要望を 吸い上げ， 学生支援の適切性を 確認・
検討する一助と する方針である。
また， 修学支援の一環と し て， 本研究科の院生向けに必要かつ有益
であると 思われる約174万円分の学習用図書を 研究科委員会で選書・
推薦し ， 中野図書館にて購入・ 配架し た。

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
評価する項目です。

b

評価 発展計画

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画



 2015年度 国際日本学研究科 自己点検・評価報告書
基準６ 学生支援のうち修学支援及びキャリア支援

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
評価する項目です。

評価 発展計画

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画

（２）進路支援に関する方針を定め，学生への支援は適切に行われているか。

a ●進路支援に関する方針を，理念・
目的，入学者の傾向等の特性を踏ま
えながら定めているか。また，その
方針を教職員で共有しているか。
【約２００字】

本研究科の進路支援の方針は， 就職キャ リ ア支援センタ ーによる就
職活動支援と と も に， 本学大学院が主導する「 キャ リ アサポート プ
ログラ ム」 を さ ら に活用するこ と で， 学習・ 研究と 両立でき ， 大学
院学生の専門性を 活かせる形で充実さ せていく こ と を ， 年度計画書
で定めている。 こ れは毎年５ ～６ 月に， 教育研究年度計画書を 策定
するに当たっ て， 研究科委員会で審議し ている。
研究科と し ての進路支援の周知は， 掲示や研究科ホームページ上で
行う と と も に， 研究科委員会でも 周知するこ と で， 指導教員から も
関連行事に出席するよう 指導を 促し ている。

就職支援活動と し ては， 本学大学院が主導する「 キャ リ アサポート
プログラ ム」 を 活用し ， 院生の参加を 促し ながら ， 日常的には指導
教員が個々に指導学生と 相談・ 指導を 行っ ている。

研究者支援と し ては， 博士後期課程在籍者および進学希望者向け
に， 日本学術振興会特別研究員への申請を 奨励し ており ， 院生が提
出する各種計画書も こ のこ と を 踏まえて書式を 定めるこ と で， 院生
のキャ リ ア形成意識向上を 促し ている。

b ◎学生の進路選択に関わるガイダン
スを実施するほか，キャリアセン
ター等の設置，キャリア形成支援教
育の実施等，組織的・体系的な指
導・助言に必要な体制を整備してい
ること。
【約４００字～８００字】



 2015年度 国際日本学研究科 自己点検・評価報告書
基準１０ 内部質保証

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

（１）大学の諸活動について点検・評価を行い，その結果を公表することで社会に対する説明責任を果たしているか

a ◎自己点検・評価を定期的に実施
し，公表していること。
【約４００字】

　 本研究科における自己点検・ 評価は， 研究科委員会のも と に設置
さ れた「 国際日本学研究科自己点検・ 評価委員会」 によっ て行われ
ている。 本委員会は執行部３ 名のほか各研究領域責任者6名で構成し
ている。 メ ンバーに執行部が参画するこ と で， 評価結果を 研究科の
改善に活かし やすい体制を 構築し ている。
　 2015年度は年１ 回開催し ， 執行部で作成し た2014年度の自己点
検・ 評価内容（ 案） について検討・ 審議し ， 「 2014年度国際日本学
研究科自己点検・ 評価報告書（ 原案） 」 を 作成し た。 同報告書原案
は全学委員会から の指摘事項等を 踏まえて加筆・ 修正の上， 成案と
し て2015年９ 月26日開催の研究科委員会に付議し ， 承認後， 全学の
手続き を 経て完成版を 明治大学ホームページで公開し ている。
　 自己点検・ 評価にあたり 「 修了予定者アンケート 」 は有効な根拠
資料と なっ ている。 本アンケート は， 研究科カ リ キュ ラ ム改善・ Ｆ
Ｄ 等委員会にフ ィ ード バッ ク さ れ， 社会の要請と 学生の期待に応え
るカ リ キュ ラ ムづく り に活用さ れている。

（２） 内部質保証システムに関するシステムを整備し，適切に機能させているか
●内部質保証の方針と手続を明確に
していること。
●内部質保証をつかさどる諸組織
（評価結果を改善）を整備している
こと
【８００字～１０００字程度】

　 本研究科の内部質保証の基本方針は， 「 教育・ 研究に関する長中
期計画書」 ( 273頁) 「 10内部質保証」 において掲載し ている。
　 本研究科における内部質保証の手続き については， 研究科自己点
検・ 評価委員会から 「 報告書」 を 受け取っ た研究科長が， 研究科執
行部会議において整理し ， 研究科内各種委員会に検討依頼し ， 改善
の具体化を 促し ている。 その後の改善状況は各種委員会から ， 研究
科執行部および研究科委員会に報告さ れ， 進捗状況を 点検する体制
が整備さ れている。

自己点検・ 評価の結果
に基づき ， 入試制度の
大幅な改革を 行う こ と
で， 志願者の受験機会
増・ 入学試験作問の省
力化・ より 客観的で公
平な語学能力の測定等
を 実現するこ と ができ
た。

●自己点検・評価の結果が改革・改
善につながっていること
●文部科学省や認証評価機関からの
指摘事項に対応していること

2014年度報告書の主な評価結果は， 「 入試制度の大幅な改革」 で
あっ た。 こ れを 受けて執行部が， 学内選考入試の受験機会を 従来の
年１ 回から 年２ 回に増やすこ と や， 博士前期課程の外国語試験を 外
部機関が実施する語学能力試験に代替し ていく こ と 等の具体的な施
策を 研究科委員会に提案し ， 審議・ 承認を 経て， 2016年度入試にお
ける実現に繋がっ た。 こ のこ と により ， 志願者の受験機会増， 入学
試験作問の省力化， より 客観的で公平な語学能力の測定等を 実現す
るこ と ができ た。
2015年度は， 2014年４ 月に開設し た国際日本学研究科国際日本学専
攻（ 博士後期課程） に関わる設置計画履行状況報告書を 文部科学省
へ提出し ， 文部科学省から 特段の指摘事項等はなかっ た。

●学外者の意見を取り入れているこ
と

学外者の意見については， こ れを 取り 入れるよう な接点がないのが
現状である。

a

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画
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